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藏
中
し
の
ぶ

『
水
門
―
言
葉
と
歴
史
―
』
第
29
号
の
小
特
集
は
「
古
辞
書
と
絵
入
り
百
科
事
典
」
で
あ
る
。

水
門
の
会
と
古
辞
書
研
究
の
ゆ
か
り
は
深
い
。
会
誌
『
水
門

―
言
葉
と
歴
史

―
』
に
は
、
日
本
最
古
の
分
類
体

漢
和
辞
書
、
源
順
撰
『
和
名
類
聚
抄
』
関
連
の
論
考
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
き
た
。
水
門
の
会
初
代
代
表
の
藏
中
進
と

現
東
北
師
範
大
学
林
忠
鵬
教
授
・
川
口
憲
二
氏
の
共
著
『
倭
名
類
聚
抄
十
巻
本
・
廿
巻
本 

所
引
書
名
索
引
』（
一
九
九

五
年
、
勉
誠
出
版
）
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
の
引
用
書
研
究
を
切
り
拓
い
た
。
藏
中
進
「
解
説
」、「
所
引
書
名
頻
度
一

覧
」「『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』
書
目
解
題
一
覧
」
は
至
便
で
あ
り
、
林
忠
鵬
教
授
の
学
位
論
文
『
和
名
類
聚
抄
の
文
献
学

的
研
究
』（
二
〇
〇
二
年
、
勉
誠
出
版
）
は
、
こ
の
分
野
の
先
駆
的
業
績
と
い
え
よ
う
。

引
用
書
目
研
究
は
、
典
籍
の
源
泉
と
な
る
出
典
群
と
そ
の
書
目
を
め
ぐ
る
出
典
体
系
を
解
明
す
る
方
法
と
し
て
有
効

で
あ
る
。
ま
た
、
出
典
の
引
用
状
況
を
一
字
一
句
ま
で
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
類
聚
編
纂
書
の
分
類
・
配

列
の
体
系
・
構
造
と
い
っ
た
編
者
の
編
纂
の
手
法
、
さ
ら
に
は
編
纂
意
識
を
あ
き
ら
か
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
拙
稿

「
上
代
文
学
と
中
国
古
典
」、
牧
角
悦
子
・
町
泉
寿
郎
編
『
講
座　

近
世
日
本
と
漢
学
』
第
一
巻
『
漢
学
と
い
う
視
座
』

「
第
Ⅱ
部
日
本
文
学
史
と
中
国
古
典
」、
二
〇
一
九
年
十
二
月
、
戎
光
祥
出
版
）。
分
類
・
構
造
の
分
析
の
視
点
と
方
法
に

つ
い
て
は
、
相
田
満
氏
『
時
空
間
と
オ
ン
ト
ロ
ジ
で
見
る
和
漢
古
典
学
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
が
大
い
に
参
考

に
な
る
。

本
特
集
に
は
、
こ
う
し
た
古
辞
書
・
絵
入
り
百
科
事
典
の
引
用
書
目
研
究
の
系
譜
に
連
な
る
、
第
五
回
「
水
門
の
会
」

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
辞
書
と
本
草
学
」
の
成
果
を
中
心
に
収
録
し
た
。
古
辞
書
は
『
和
名
類
聚
抄
』『
医
心
方
』、

近
世
絵
入
り
百
科
事
典
は
『
訓
蒙
図
彙
』『
和
漢
三
才
図
会
』『
大
和
本
草
』
を
対
象
と
す
る
。

洲
脇
武
志
氏
は
、
尹
仙
花
氏
「『
和
名
類
聚
抄
』
引
用
書
目
の
研
究

―
『
法
苑
珠
林
』
を
中
心
に

―
」（
二
〇
一

一
年
九
月
、
大
東
文
化
大
学
大
学
院
博
甲
第
90
号
）
を
再
検
証
し
、『
和
名
類
聚
抄
』
に
引
か
れ
た
『
文
選
』
注
の
伝
本

の
性
格
を
論
じ
ら
れ
た
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
マ
ニ
エ
ー
リ
氏
の
論
は
学
位
論
文
「『
和
名
類
聚
抄
』「
牛
馬
毛
」
門
の
研
究

―
古
代
日
本
文
化
に
お
け
る
馬
の
毛
色
名

―
」（
二
〇
一
二
年
九
月
、
同
博
甲
第
96
号
）、
李
芊
氏
の
論
は
『
和
名

類
聚
抄
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
『
医
心
方
』
の
引
用
書
目
研
究
で
あ
る
学
位
論
文
「『
和
名
類
聚
抄
』
と
『
医
心

方
』

―
引
用
書
目
の
比
較
を
中
心
に

―
」（
二
〇
一
四
年
三
月
、
同
博
甲
第
113
号
）
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
学
位
を
取
得
し
て
帰
国
後
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

近
世
の
絵
入
り
百
科
事
典
に
も
、
同
じ
方
法
を
敷
衍
し
う
る
。
明
・
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
の
甚
大
な
影
響
下
に

成
立
し
た
『
訓
蒙
図
彙
』『
和
漢
三
才
図
会
』『
大
和
本
草
』
の
三
論
考
は
、
い
ず
れ
も
引
用
書
目
の
悉
皆
調
査
に
基
づ

く
。
楊
世
瑾
氏
の
論
は
日
本
最
初
の
絵
入
り
百
科
事
典
、
中
村
惕
斎
編
『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
研
究
の
一
環
で
あ
り
、『
蒙

求
』『
千
字
文
』
等
の
幼
学
書
に
み
ら
れ
る
対
語
の
構
造
が
、『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本
の
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
の
版

面
構
成
に
及
ぶ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
楊
亜
麗
氏
は
、
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
図
会
』
一
〇
五
巻
の
引
用
書
目

九
七
〇
種
の
悉
皆
調
査
を
行
っ
た
学
位
論
文
「『
和
漢
三
才
図
会
』
の
出
典
研
究

―
『
本
草
綱
目
』『
本
朝
食
鑑
』
と

の
比
較
を
中
心
に

―
」（
二
〇
一
九
年
九
月
、
同
博
甲
161
号
）、
郭
崇
氏
の
論
は
貝
原
益
軒
撰
『
大
和
本
草
』
最
多
の

引
用
書
目
『
本
草
綱
目
』
の
出
典
研
究
「『
大
和
本
草
』
の
出
典
研
究

―
『
本
草
綱
目
』
と
の
比
較
を
中
心
に

―
」

（
二
〇
一
九
年
三
月
、
同
博
甲
158
号
）
に
拠
る
。

若
手
研
究
者
の
研
究
発
表
・
成
稿
に
際
し
て
、
厳
し
く
も
あ
た
た
か
い
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
水
門
の
会
会
員
諸
氏

に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

（
藏
中
し
の
ぶ
）

SA
M
PL
E
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